
▲小泉環境大臣へ要望活動を行う。 （左から３番目 吉野衆議院議員、４番目 渡邉議長、５番目 小泉環境大臣）
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◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例議会は、
　　　　　９月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第226号
令和２年８月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116

   〒 979-1292
　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24議会だより議会だより

要望活動再開
　双葉地方町村議会議長会・双葉地方町村会の合同要望活動は、新型コロナウィルス感染症対策のため、自粛して
おりましたが、６月29日・30日の両日、参加者を双葉郡８町村16名（８町村の町村長・議長）中役員の８名において
実施しました。要望先は、復興庁・経済産業省・農林水産省・環境省・文部香科学省・総務省・国土交通省・自由民主党
東日本大震災復興加速化本部の８省庁大臣等に対し、双葉地方の復興・再生に向け９項目を要望してきました。
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令和２年第２回定例議会
６月10日から11日まで開催

６月定例議会

令和２年度補正予算、工事契約締結、条例制定など

22議案が可決成立

○定例議会の概要

　令和２年第２回定例議会は、６月10日から11日までの２日間の会期で開催され、４月に行
われた村長選挙後、初の定例会で渡邉議長より開会に先立ち「村長におかれましては、五期
目のご当選おめでとうございます。議会を代表しまして一言歓迎のあいさつを申し上げます。
去る四月十二日執行の村長選において見事当選の栄に浴され、引き続き村政を担当されるこ
とになりましたこと心からお喜び申し上げます。このことは、過去十六年間の実績に対する
村民評価のあらわれでありまして、特に震災後の村復興に向けた取り組みと、あわせて誠実
な人柄、識見、政治的な手腕力量に大きな期待を寄せてのことと存じます。これからの行政
施策の骨格は、既にイメージされていると存じますが、人口減少や少子化・高齢化対策など
全村民が安心して暮らせる村づくりに取り組まれるよう切望してやみません。我が議会も最
終意思決定機関としての機能を十分に発揮し行政とは一歩違った観点の新たな発想や政策を
提言して互いに連携を保ちながら具体的政策の実現に向け、ともに村政の進展に寄与する所
存であります。どうか、遠藤村長におかれましては、ご自愛の上、より一層の川内村発展の
ため、ご奮闘されますことをご祈念申し上げ歓迎のあいさつといたします。」の就任お祝い
のあいさつがあった。本会では、村長より初の議会となることから所信表明がおこなわれ、
令和元年度一般会計予算、農業集落排水事業特別会計、学校建設に伴う一般会計予算逓次繰
越の報告と令和２年度補正予算や条例の制定、一部改正など22案を審査し原案のとおり可決
しました。また、10日の議会初日には、５名の議員が一般質問を行いました。

川内村 高田島ヴィンヤード ワイン畑
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○令和元年度川内村一般会計予算繰越明許費繰越報告
　野菜栽培施設整備事業、農業用施設等維持事業、ふくしま森林再生事業、町分住環境整備事業、
台風 19 号による農地、林道、道路橋梁等災害復旧事業など 17 事業 30 件、総額 22 億 6,281 万５千
円を令和２年度へ繰越した。

○令和元年度川内村農業集落排水事業特別会計予算繰越明許費繰越報告
　県道小野富岡線改良工事に係る上川内字町分地内の作田橋の架け替え工事に伴い、農業集落排水
管橋の移設等と台風 19 号による施設復旧工事に伴う２件、総額１億 5,904 万円を令和２年度へ繰
越した。

○令和元年度川内村一般会計予算逓次繰越報告
　令和元年度予算において継続費を設定して進めている教育環境整備事業（学校建設）について総
額３億 8,179 万４千円を令和２年度へ繰越した。

○専決処分の承認を求めることについて（令和元年度　川内村一般会計補正予算）
　令和元年度一般会計に係る最終的な補正予算で、既定額に１億 2,343 万３千円を減額し、最終的
な予算規模を 91 億 1,214 万２千円とするもの。

○専決処分の承認を求めることについて
  （令和元年度　川内村農業集落排水事業特別会計補正予算）
　令和元年度川内村農業集落排水事業特別会計に係る補正予算で、既定額に 110 万円減額し、最終
的な予算規模を３億 1,188 万８千円とするもの。
○専決処分の承認を求めることについて
  （令和元年度　川内村後期高齢者医療特別会計補正予算）
　令和元年度川内村後期高齢者医療特別会計に係る補正予算で、既定額に 365 万６千円増額し、最
終的な予算規模を 8,179 万４千円とするもの。

○専決処分の承認を求めることについて（令和２年度　川内村一般会計補正予算）
　令和２年度一般会計に係る補正予算で、特別定額給付金（１人 10 万円支給）等の事業実施のた
め既定額に２億 6,692 万２千円を増額し、予算総額を 96 億 1,492 万２千円とするもの。

○令和２年度川内村一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ9,497万９千円を増額し、予算総額を97億990万１千円とするもの。主なものは、
川内村地域消費振興対策商品事業（１人３万円分）として 7,745 万４千円、かわうちの湯源泉ポン
プ修繕事業として 1,556 万３千円など。� （全員賛成で可決）

可決された議案

報　　告

予　算
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○令和２年度川内村農業集落排水事業特別会計補正予算
　歳入歳出それぞれ 3,500 万円を増額し、予算総額を１億 3,939 万８千円とするもの。県道小野富
岡線改良工事（早渡地区）において、農業集落排水管路の既設管路撤去工事と新設管路等工事とし
て 3,500 万円を計上するもの。� （全員賛成で可決）

○専決処分の承認を求めることについて（川内村税条例の一部を改正する条例）
　ひとり親家庭に対して公平な税制改正を実現する観点と所有者不明の土地等に係る固定資産税の
課税上の課題に対応し、使用者を所有者とみなして固定資産税を課することができるなどの地方税
法等の改正に伴い村条例を改正するもの。

○専決処分の承認を求めることについて（川内村国民健康保険条例の一部を改正する条例）
　被保険者が新型コロナウイルスに感染し療養のため労務に服することができなかった期間につい
て、傷病手当を支給するため改正するもの。

○専決処分の承認を求めることについて
  （川内村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例）
　被保険者が新型コロナウイルスに感染し療養のため労務に服することができなかった期間につい
て、傷病手当を支給するため改正するもの。

○専決処分の承認を求めることについて
  （川内村固定資産評価委員会条例の一部を改正する条例）
　地方税法等の一部改正により今まで適用していた法律名が改正になったことから、関係する条項
等を改正するもの。

○専決処分の承認を求めることについて（川内村村営住宅条例の一部を改正する条例）
　民法の一部改正により連帯保証人が保証する保証額に上限額を設定し、家賃未納があった場合に
は、敷金を未納額に充てることができるよう改正するもの。

○専決処分の承認を求めることについて（川内村定住促進住宅条例の一部を改正する条例）
　民法の一部改正により連帯保証人が保証する保証額に上限額を設定し、家賃未納があった場合に
は、敷金を未納額に充てることができるよう改正するもの。

○専決処分の承認を求めることについて
  （川内村地域振興住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例）
　民法の一部改正により現条例を連帯保証人が保証する保証額に上限額を設定し、家賃未納があっ
た場合には、敷金を未納額に充てることができるよう改正するもの。

○村長等の給与の特例に関する条例の制定
　台風 19 号による災害復旧及び新型コロナウイルス感染防止対策財源の一助として村長、副村長
及び教育長の給料を令和２年７月１日から令和３年３月 31 日まで 20％削減して支給するため制定
するもの。

条　例
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○川内村税条例の一部を改正する条例
　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した事業者等に対し、村税の徴収猶予の特例
措置をはじめ、事業者等が所有する償却資産及び事業用家屋に係る固定資産税等の軽減措置及び軽
自動車税環境性能割の軽減延長等の措置を講ずるため条例改正を行うもの。

○川内村介護保険条例の一部を改正する条例
　介護保険施行令等の一部改正により、消費税の増税に伴い低所得者の負担する介護保険料の軽減
を図るため、条例の一部を改正するもの。

○工事請負変更契約の締結（沼田橋補修工事）
　工事の実施に伴い、橋梁間の継目部に劣化による段差が確認され、車輪圧に対する支持機能を確
保するため工事を一部変更しするため、482 万 2,400 円を増額変更するもの。
　契約相手先は、丸川建設株式会社　代表取締役　西山武志氏

○工事請負契約の締結（防災行政無線更新工事）
　平成 18 年度から運用開始している防災行政無線が、令和４年 11 月以降使用できなくなるため、
機器等の更新を行うもの。
　契約相手先は、マグナ通信工業株式会社　福島営業所長　松村　勝則氏
　契約額　１億 2,342 万円。

○工事請負契約の締結（川内村義務教育学校外構工事（１工区））
　現在進めている川内村義務教育学校外構工事として防球ネットや遊具の設置及びグラウンド整備
を行うもの。
　契約相手先は、丸川建設株式会社　代表取締役　西山　武志氏
　契約額　１億 1,627 万円。

○工事請負契約の締結（川内村義務教育学校外構工事（２工区））
　現在進めている義務教育学校建屋に隣接するウッドデッキやインターロッキング及び透水性舗装
等建物周囲の整備を行うもの。
　契約相手先は、株式会社　奥村組東北支店　執行役員支店長　樫木　正成氏
　契約額　１億 2,617 万円。

○物品購入契約の締結（庁用車購入）
　経年劣化等により運用に不安のある村長車及び産業振興課へ配置する２台の購入。
　契約相手先は、有限会社　遠藤モーター商会　代表取締役　遠藤清二氏。
　契約額　766 万 3,507 円。

○物品購入契約の締結（スクールバス購入）
　経年劣化によるスクールバス１台を被災地通学用バス購入補助事業を活用し、購入するもの。
　契約相手先は、有限会社　川内自動車整備工場　代表取締役　新妻一浩氏。
　契約額　964 万円。

契　約
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〇一般質問の内容

通告順 議　員 質 問 事 項

１ 佐久間武雄 １．東京電力賠償対象の塩化カリ散布について

２ 新妻　幸子
１．新型コロナウイルス関係について

２．台風 19 号被害の復旧について 

３ 坪井　利之 １．新型コロナウイルス対策について

４ 井出　　茂
１．�休校措置があった場合タブレット端末を利用した教

育システムについて 

５ 久保田裕樹
１．鍋倉トンネルの復旧・開通について

２．新型コロナウイルス対策について

一 般 質 問 ５名の議員が村の考えを質す

村政を問うここを
質す

一般質問

　今定例会の一般質問は、６月10日に行いました。議員５名から７件の通告があり、コロナウイルス感
染症対策や台風19号による被害箇所の復旧状況、塩化カリ散布に伴う賠償問題などについて質しまし
た。
　各議員からの質問内容は、次のとおりです。
　以下、質問と答弁を登壇した順にお知らせします。
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さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
の
で
、
村
内
農
家
へ
の
散

布
手
数
料
賠
償
が
、
少
し
で
も
早

く
進
む
よ
う
引
き
続
き
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。新妻　幸子議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係
に
つ

い
て質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

は
、
世
界
を
揺
る
が
す
大
問
題

に
発
展
し
て
お
り
ま
す
が
、
川
内
村
で

は
現
在
、
感
染
者
が
０
を
維
持
で
き
て

い
る
こ
と
、
村
当
局
関
係
者
に
対
し
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

村
民
生
活
や
地
域
経
済
に
深
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
村
と
し

て
地
域
経
済
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
村
長
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係

に
つ
い
て 

で
あ
り
ま
す
が
、

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
村
内
事
業
者
の

収
入
減
少
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

4
月
に
村
内
各
事
業
者
か
ら
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
約
8
割
の
事

業
者
か
ら
影
響
が
出
て
い
る
旨
の
回
答

が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
の
見
通
し
も
立
た
な
い
状
況

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
内
事
業
者
の

事
業
の
継
続
、
雇
用
の
維
持
を
支
え
す

る
た
め
の
対
策
が
必
要
と
判
断
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

聞
き
取
り
調
査
の
状
況
を
踏
ま
え
、

村
と
し
て
早
急
か
つ
効
率
的
な
方
法
で

実
施
で
き
る
施
策
と
し
て
、
過
年
度
作

成
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
在
庫
を

活
用
し
て
、
村
民
一
人
当
た
り
3
万
円

分
の
「
川
内
村
地
域
消
費
振
興
対
策
商

品
券
」
と
し
て
給
付
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
、
5
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た

全
員
協
議
会
に
お
い
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
6
月
1
日
か
ら
の
使
用
開

始
を
目
指
し
て
事
務
手
続
き
を
進
め
、

5
月
28
日
に
各
集
会
場
に
お
い
て
給
付

し
、
村
外
居
住
者
に
は
郵
送
に
よ
る
給
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

５
名
が
登
壇

付
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
消
費
を
喚
起
し
、
地
元
商
店
や
事

業
所
を
下
支
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
対
す
る
地
域
経
済
対
策
と
し
て

は
、「
川
内
村
地
域
消
費
振
興
対
策
商

品
券
」
の
給
付
、
さ
ら
に
、
７
月
に
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
や

国
・
県
の
動
向
等
も
見
極
め
な
が
ら
、

引
き
続
き
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

台
風
19
号
被
害
の
復
旧
に
つ
い
て

質
川
内
村
当
局
関
係
者
の
努
力

に
よ
り
田
園
風
景
が
美
し
く

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
川
内
村
観
光

の
目
玉
で
も
あ
る
平
伏
沼
に
通
じ
る
道

路
の
通
行
止
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
道
路
の
復
旧
に
つ
い
て
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
台
風
19
号
被
害
に
よ
る
平
伏

沼
へ
通
じ
る
道
路
の
復
旧
状

況
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
10

月
の
台
風
19
号
に
よ
り
、
村
道 

万
太

郎
橋
・
平
伏
沼
線
と
林
道 

福
戸
平
線

が
被
災
し
ま
し
た
。
被
災
状
況
は
、
林

道 

福
戸
平
線
の
道
路
路
面
が
10
ｍ
区

間
流
失
し
、
更
に
、
村
道
は
３
箇
所
30

ｍ
に
わ
た
り
路
肩
が
崩
落
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

木
ノ
葉
橋
地
区
か
ら
平
伏
沼
へ
は
完

全
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

子
安
川
地
区
か
ら
村
道
を
利
用
し
た
通

行
は
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

復
旧
工
事
は
、
林
道
福
戸
平
線
に
つ

い
て
は
４
月
28
日
工
事
発
注
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
天
候
等
の
影
響
が
な
け
れ

ば
、
８
月
中
旬
ま
で
に
は
復
旧
工
事
が

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

村
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
中
旬
に

発
注
し
12
月
完
成
予
定
で
準
備
を
進
め

て
お
り
、
一
日
も
早
い
通
行
止
め
解
除

を
目
指
し
て
、
復
旧
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

坪井　利之議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て質

川
内
村
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
及

び
支
援
対
策
に
つ
い
て
次
の
項
目
を
伺

い
ま
す
。

１�

．
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

可
能
性
が
あ
る
た
め
風
邪
や
そ
の
他

の
病
気
で
発
熱
し
て
も
感
染
し
て
い

る
の
で
は
と
不
安
に
な
り
検
査
を
受

け
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
方
が
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
容
易
に
検
査
を
受

け
ら
れ
る
村
独
自
の
体
制
の
構
築
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
村
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

２�

．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
策
と

し
て
国
、
県
な
ど
で
様
々
な
支
援
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
世

代
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
は
十
分
な
支

援
と
は
思
え
ず
村
独
自
の
支
援
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
村
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

３�

．
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
県
外
に
住
む
村
出
身
の
大
学
院
、

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
に
在

籍
す
る
学
生
（
現
在
避
難
し
て
い
る

学
生
を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
生
活

支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
村
の
対

応
を
伺
い
ま
す
。

４�

．
外
出
自
粛
で
食
品
な
ど
の
購
入
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
へ

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　

�　
今
年
春
の
大
型
連
休
で
川
内
に
帰

郷
ま
た
は
遊
び
に
来
て
い
た
方
々
か

ら
川
内
村
に
も
っ
と
子
供
を
遊
ば
せ

る
場
所
が
あ
る
と
良
い
の
に
と
の
意

見
を
数
多
く
頂
き
ま
し
た
。
い
わ
な

の
郷
再
開
発
基
本
計
画
に
あ
っ
た
遊

具
一
体
の
複
合
型
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
は

今
後
の
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
に
必
要

な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
が
、
村
の
対

応
を
伺
い
ま
す
。

答
ま
ず
、
1
点
目
の
村
独
自
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
検

査
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
村
内
の
医
療
機
関
は
川
内
村
国
民

健
康
保
険
診
療
所
で
あ
り
、
内
科
、
歯

科
を
中
心
に
医
療
ニ
ー
ズ
の
あ
る
専
門

外
来
の
診
療
を
行
い
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
村
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
か
ら
の
質
問
と
し
て
、
発
熱
に

よ
る
感
染
の
不
安
か
ら
検
査
を
受
け
た

い
の
で
、
村
独
自
の
検
査
体
制
の
構
築井出　　茂議員

休
校
措
置
が
あ
っ
た
場
合
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
利
用
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
為
全
国
的
に
学

校
関
係
も
休
校
措
置
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
中
一
部
の
地
域
に
於
い
て
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
授
業
な

ど
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
今
後
冬
場

に
か
け
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡

大
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
度
感
染

拡
大
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
休
校
の
措

置
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
村
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
利
用
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
意
向
が
あ
る
か
ど
う
か
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
こ
の
度
の
、
臨
時
休
業
中
に
お

け
る
本
村
の
児
童
生
徒
へ
の

指
導
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

と
も
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
週

２
日
の
登
校
日
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
中
学
生
に
は
学
年
ご
と
に
学
習
支

援
日
を
設
定
す
る
な
ど
、
健
康
管
理
や
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

５
名
が
登
壇

と
お
り
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
し
、
指
示
に
従
っ
て
頂
く

こ
と
が
最
適
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
子
育
て
世
帯
、
ひ
と
り
親

世
帯
に
対
す
る
村
独
自
の
支
援
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
国
で
は
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
と
し
て
児
童
手
当
受
給
者

に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
す

る
ほ
か
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
て
は

世
帯
と
児
童
に
対
し
て
の
臨
時
特
別
交

付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
貸
付
金
制
度
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
今
回
の
感
染
防
止
の
た
め

小
・
中
学
校
を
休
校
と
し
ま
し
た
の
で
、

子
育
て
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
就
労

支
援
と
し
て
、
放
課
後
子
供
教
室
や
保

育
園
で
の
日
中
の
保
育
受
け
入
れ
を
行

い
、
生
活
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
供
の
い
る
世
帯

に
つ
い
て
は
、
村
内
企
業
が
作
成
し
た

布
製
マ
ス
ク
を
配
布
し
、
感
染
防
止
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

を
求
め
る
も
の
で
す
が
、
議
員
も
ご
承

知
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
検
査
に
つ
い
て
は
、

感
染
が
強
い
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
特
別

な
体
制
で
検
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
国

や
県
の
指
定
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
遺
伝
子
検
査
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
検
査
の
で
き
る
施
設
や
医
療

従
事
者
の
体
制
に
限
度
が
あ
り
、
検
査

判
定
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
予
め
感

染
の
疑
い
の
高
い
方
の
検
査
が
優
先
的

に
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
外
、
一
般
の

病
院
で
も
検
査
が
で
き
る
抗
原
検
査
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
比
べ
て
も
判
別
の
精
度
に

誤
差
の
あ
る
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
検
査
に
つ
い
て
も
検
査
に

伴
っ
て
、
医
療
従
事
者
の
感
染
が
懸
念

さ
れ
る
も
の
で
、
仮
に
村
が
こ
の
簡
易

検
査
を
行
う
と
し
て
も
、
医
師
、
看
護

師
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
感
染
し

て
し
ま
う
と
診
療
所
の
閉
鎖
も
強
い
ら

れ
、
村
自
体
の
医
療
崩
壊
に
繋
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
疑

わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
や
県
の
方
針
の

　

３
点
目
の　

県
外
に
住
む
村
出
身
大

学
生
等
の
生
活
支
援
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
本
村
で
は
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
っ
て
、
高
校
や
専
門
学
校
、
大

学
等
へ
の
修
学
が
困
難
な
場
合
に
備
え

て
、
無
利
子
の
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
学
び
の
継
続
が

難
し
い
学
生
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
制

度
を
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
再
度

周
知
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

４
点
目
の　

外
出
自
粛
に
よ
り
食
品

等
購
入
困
難
な
高
齢
者
世
帯
へ
の
対
応

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
生
活
支
援
相
談

員
が
安
否
確
認
を
行
い
な
が
ら
訪
問
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
支
援
が
必
要

な
高
齢
者
の
日
常
生
活
用
品
の
確
保
状

況
は
、
家
族
が
日
常
生
活
用
品
を
調
達

し
て
定
期
的
に
届
け
て
い
る
世
帯
や
移

動
販
売
車
で
調
達
し
て
い
る
方
等
、
毎

日
調
達
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
生
活
し
て
い
る
と
の

報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
の
で

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

今
後
も
、
支
援
の
必
要
な
高
齢
者
の
生

活
状
況
を
継
続
し
て
見
守
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

井出　　茂議員

休
校
措
置
が
あ
っ
た
場
合
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
利
用
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
為
全
国
的
に
学

校
関
係
も
休
校
措
置
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
中
一
部
の
地
域
に
於
い
て
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
授
業
な

ど
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
今
後
冬
場

に
か
け
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡

大
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
度
感
染

拡
大
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
休
校
の
措

置
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
村
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
利
用
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
意
向
が
あ
る
か
ど
う
か
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
こ
の
度
の
、
臨
時
休
業
中
に
お

け
る
本
村
の
児
童
生
徒
へ
の

指
導
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

と
も
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
週

２
日
の
登
校
日
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
中
学
生
に
は
学
年
ご
と
に
学
習
支

援
日
を
設
定
す
る
な
ど
、
健
康
管
理
や
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

５
名
が
登
壇

学
習
状
況
、
生
活
習
慣
の
指
導
と
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
部
の
市

町
村
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使

用
し
た
支
援
も
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
文
部
科
学
省
は
一
人
ひ
と

り
の
能
力
や
適
性
に
合
わ
せ
た
教
育
の

実
現
と
将
来
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
全
国
一
斉
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
進
め
、
校
舎
内
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
や
一
人
１
台
の
パ
ソ
コ

ン
又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
に
有
利
な
補

助
制
度
を
創
設
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
村
に
お
い
て
も
義
務
教
育
学
校
開
校

に
合
わ
せ
て
、
整
備
を
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
各
家
庭
で

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
学
び

も
可
能
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。

久保田裕樹議員

鍋
倉
ト
ン
ネ
ル
の
復
旧
・
開
通
に

つ
い
て

質
台
風
19
号
被
害
で
不
通
に

な
っ
た
鍋
倉
ト
ン
ネ
ル
の
復

旧
状
況
と
開
通
時
期
を
伺
い
ま
す
。

答
「
鍋
倉
ト
ン
ネ
ル
の
復
旧
・
開

通
に
つ
い
て
」　

で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
り
、

県
道
小
野
・
富
岡
線
五
枚
沢
地
区
の
毛

戸
橋
右
岸
側 

橋
台
か
ら
鍋
倉
ト
ン
ネ

ル
側
へ　

道
路
部
33
メ
ー
ト
ル
区
間
が

被
災
し
た
た
め
、
毛
戸
橋
か
ら
鍋
倉
ト

ン
ネ
ル
間
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し

た
。
県
富
岡
土
木
事
務
所
で
は
、
昨
年

の
11
月
下
旬
に
復
旧
工
事
を
発
注
し
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
復

旧
状
況
は
、
５
月
末
現
在
で
約
70
％
の

出
来
高
で
あ
り
、
７
月
上
旬
ま
で
の
通

行
止
め
解
除
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
も
、
交
通
規
制
が
一

日
で
も
早
く
解
除
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て質

全
国
的
に
収
束
に
向
か
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
気
を
抜
い
て
し
ま

う
と
ク
ラ
ス
タ
ー
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
も
マ
ス
ク
の
配
布
な
ど
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
継
続

的
な
支
援
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
村
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
国
内
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
落

ち
着
き
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
再
び
ク
ラ

ス
タ
ー
感
染
が
確
認
さ
れ
る
等
、
今
後　

第
２
波
、第
３
波
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

全
世
界
含
め
た
収
束
に
は
、
時
間
を
要

す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
村
民
を
対
象
に
配
布
し
た
マ

ス
ク
に
つ
い
て
は
、
他
県
で
の
感
染
が

拡
大
し
、
県
内
で
の
感
染
の
危
険
性
が

高
ま
り
、
村
民
自
ら
確
保
が
困
難
な
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
急
に
村
民

の
安
全
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
、
マ
ス
ク
を
配
布
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
状
況
と
な
り
、

配
布
の
必
要
性
が
あ
れ
は
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
自
分
を
守
る

こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
大
切
な
人
を
守

る
行
動
が
社
会
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
に

お
け
る
行
動
を
変
え
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
定
着
に
つ
い
て
、
防
災
無
線
や

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
、
持
続
的
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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令和２年　第２回臨時会
３月30日開催

令和元年度川内村一般会計補正予算（第10号）と工事請負

変更契約の締結（第47号　川内村野菜栽培施設建設工事）

（第26号　川内村認定こども園地中熱利用空調設備導入

事業）の３議案が可決成立

　令和２年第２回議会臨時会は、３月30日開催された。今臨時会では、一般会計補正予

算及び工事請負変更契約締結の２議案あわせて３議案が審議され、原案どおり可決成立し

た。

◆令和元年度　川内村一般会計補正予算
　�　歳入歳出それぞれ5,629万３千円を減額し、予算の総額を92億3,557万５千円とする

もの。小災害復旧事業経費の3,540万円の増額と災害復旧事業の林道施設災害復旧費、

道路橋梁施設災害復旧費の不用残の計上、令和２年度への繰越明許費として８事業15

億8,244万５千円の計上するもの。

◆工事請負変更契約の締結について（第47号　川内村野菜栽培施設建設工事）
　�　下川内字東山地内での工事、第47号　川内村野菜栽培施設建設工事の工期終了、令和

２年３月31日を令和２年８月31日とするもの。

◆工事請負変更契約の締結について
　（第26号　川内村認定こども園地中熱利用空調設備導入事業）
　�　上川内字沼畑地内の第26号　川内村認定こども園地中熱利用空調設備導入事業の工

期終了、令和２年３月31日を令和２年５月29日とするもの。

可決された議案等
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第222号
令和元年８月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲平伏沼　モリアオガエルの産卵

　モリアオガエルは、梅雨入りから10日間程で水辺の木枝に泡状に包まれた卵を産み、その後15日程でオタマジャ
クシになります。今年は100個以上の卵が確認されました。
　40～ 50日目頃までは、尾のある小蛙を目にすることが出来ます。

題字：川内村中学校２年　渡邊　愛幸さん（作成時：川内村小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　９月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第221 号
令和元年５月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

タイ・サッカー少年が来村
昨年７月にタイの洞窟に閉じ込められたサッカー少年が福島県を訪問。川内村にも４月８日（月）に訪問されました。

題字：川内中学校２年　猪狩　颯太さん（作成時：川内小学校６年）

　次の定例議会は、
　　　　　６月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第220号
平成31 年２月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲小正月行事　団子さし

題字：川内中学校１年　降矢　陸夢さん（作成時：川内小学校６年）

　次の定例議会は、
　　　　　３月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第219号
平成30年 11 月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲今年もお米がとれました！（小学校３・４年生による稲刈り）

～次の定例議会は、12月に開催されます～
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

題字：川内中学校 1 年　横田　彩音さん（作成時：川内小学校 6 年）

第218号
平成30年８月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲平成30年度かわうち保育園・小学校合同運動会から（H30.5.19）

～次の定例議会は、９月に開催されます～
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

題字：川内中学校１年　遠藤　葵さん（作成時：川内小学校６年）

第217号
平成30年５月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲富岡町方面 7 年ぶりの運行再開を祝い行われたテープカット（４月２日）

題字：川内中学校１年　若松　美咲さん（作成時：川内小学校６年）

第223号
令和元年11月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲令和元年９月29日 に開催された川内村消防団・婦人消防隊 秋季検閲式

題字：川内中学校２年　上遠野　琉偉さん（作成時：川内小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　12月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

放水　
始め～!!

第224号
令和２年２月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲改選後、初めての定例議会（令和元年12月）

題字：若松　杏実さん（作成時：川内小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　３月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第225 号
令和２年６月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲上川内の国見地区の桜です。今年は気温が高かったせいか例年より早く花が咲きました。

１回定例会 可決された議案

題字：猪狩　拓希さん（作成時：川内小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　６月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第
２
１
６
号
　
鈴
木
　胡
胡 

さ
ん　

第
２
１
８
号
　
遠
藤
　
　葵 

さ
ん　

第
２
１
７
号
　
若
松
　美
咲 

さ
ん　

第
２
１
９
号
　
横
田
　彩
音 
さ
ん　

第
２
２
１
号
　
猪
狩
　颯
太 

さ
ん　

第
２
２
３
号
　
上
遠
野
　琉
偉 

さ
ん　

第
２
２
２
号
　
渡
邊
　愛
幸 

さ
ん　

第
２
２
４
号
　
若
松
　杏
実 

さ
ん　

第
２
２
５
号
　
猪
狩
　拓
希 

さ
ん　

第
２
２
０
号
　
降
矢
　陸
夢 

さ
ん　

　平成 30 年に当時小学校６年生のみなさんに「議
会だより」の表紙の題字を作成していただき、10
回にわたり掲載させていただきました。子どもの
時から議会活動等に興味を持っていただければ幸
いです。
　本当に、ありがとうございました。

平成 30 年２月１日発行の第 216 号から
令和２年６月１日発行の第225号までの
表紙一覧です。

表紙を飾った　皆さんの題字
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第222号
令和元年８月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲平伏沼　モリアオガエルの産卵

　モリアオガエルは、梅雨入りから10日間程で水辺の木枝に泡状に包まれた卵を産み、その後15日程でオタマジャ
クシになります。今年は100個以上の卵が確認されました。
　40～ 50日目頃までは、尾のある小蛙を目にすることが出来ます。

題字：川内村中学校２年　渡邊　愛幸さん（作成時：川内村小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　９月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第221 号
令和元年５月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

タイ・サッカー少年が来村
昨年７月にタイの洞窟に閉じ込められたサッカー少年が福島県を訪問。川内村にも４月８日（月）に訪問されました。

題字：川内中学校２年　猪狩　颯太さん（作成時：川内小学校６年）

　次の定例議会は、
　　　　　６月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第220号
平成31 年２月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲小正月行事　団子さし

題字：川内中学校１年　降矢　陸夢さん（作成時：川内小学校６年）

　次の定例議会は、
　　　　　３月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第219号
平成30年 11 月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲今年もお米がとれました！（小学校３・４年生による稲刈り）

～次の定例議会は、12月に開催されます～
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

題字：川内中学校 1 年　横田　彩音さん（作成時：川内小学校 6 年）

第218号
平成30年８月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲平成30年度かわうち保育園・小学校合同運動会から（H30.5.19）

～次の定例議会は、９月に開催されます～
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

題字：川内中学校１年　遠藤　葵さん（作成時：川内小学校６年）

第217号
平成30年５月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲富岡町方面 7 年ぶりの運行再開を祝い行われたテープカット（４月２日）

題字：川内中学校１年　若松　美咲さん（作成時：川内小学校６年）

第223号
令和元年11月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲令和元年９月29日 に開催された川内村消防団・婦人消防隊 秋季検閲式

題字：川内中学校２年　上遠野　琉偉さん（作成時：川内小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　12月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

放水　
始め～!!

第224号
令和２年２月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲改選後、初めての定例議会（令和元年12月）

題字：若松　杏実さん（作成時：川内小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　３月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）

第225 号
令和２年６月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

▲上川内の国見地区の桜です。今年は気温が高かったせいか例年より早く花が咲きました。

１回定例会 可決された議案

題字：猪狩　拓希さん（作成時：川内小学校６年）　

　次の定例議会は、
　　　　　６月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）
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２
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２
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２
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２
２
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猪
狩
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矢
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　平成 30 年に当時小学校６年生のみなさんに「議
会だより」の表紙の題字を作成していただき、10
回にわたり掲載させていただきました。子どもの
時から議会活動等に興味を持っていただければ幸
いです。
　本当に、ありがとうございました。

平成 30 年２月１日発行の第 216 号から
令和２年６月１日発行の第225号までの
表紙一覧です。

表紙を飾った　皆さんの題字
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議会ホームページもご覧ください

議会議員の紹介、議会構成、議会日程、議会だよりはもちろん、

議会内容を記録した会議録も見られます。ぜひご覧ください。

http://www.kawauchimura.jp/page/dir000045.html

川内村議会

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和


